
（様式第３号） 

吉田学術教育振興会 

令和３年度 教材活用状況報告書 

 報告日 令和  ５年 ２月１０日 

公益財団法人吉田学術教育振興会 

理事長 山 倉 修 一  殿 

 

                                  

学校名 

 

福岡県京都郡苅田町立苅田中学校 

 

 

報告者 

 

教頭 毛利 真亨 

（連絡先 TEL：０９３－４３４－３４８１） 

 

寄贈品 

 

電子黒板「さつき未来タッチ 65型スタンド付」 2台 

 

活用状況   

（使用者、使用内

容、使用頻度等） 

 

○使用者  授業者、生徒、発表者等 

 

○使用内容  

 ・生徒への効果的な提示 

 ・オンライン学習 

 ・研究発表会でのスライド提示 等 

 

○ 使用頻度 

 ・ほぼ毎日使用 

 

 

申請当初の 

目的達成状況 

 

効果的に活用でき、十分に達成できている 

教育的効果につい

て所見等 

○スライドで提示することにより、視覚的に理解しやすい。 

○オンライン学習で使用する際、生徒一人ひとりの顔を確認しやす

い。 

○研究発表会等、多くの教員の前で発表する際、スライド資料を提

示することで参観者にとって分かりやすく説明できる。 



 活用状況の写真等（当日の様子など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の活用見通し・課題 

 教員がＩＣＴのスキルを獲得していくことが大切である。特に電子黒板を用いることにより、学習内容を

生徒に分かりやすく説明できるため、学力向上を助ける必要不可欠な道具となりうる。 

 

 

教室と生徒の自宅とをオンラインで

つなぎ、授業を行っている場面。ノー

トパソコン等では生徒の顔を確認し

づらいが、電子黒板だと顔がはっき

りとわかり、授業を進めやすい。 

体育館で実施している生徒総会の様

子をリモートで視聴している場面。 

大画面で視聴できるため、非常に見

やすいと評判であった。 

研究発表会でのスライド提示の場

面。研究構想等を説明する際に、言葉

だけではなく、図や写真等を使って

説明することにより、参観者が理解

しやすくなる。 


